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総務委員会委員長 花 田 修 治
金研 が 材 料 科 学 分 野 に お い て 世 界 の
COEと しての地位 を確 立 し、今 後 ます ます
発 展 す るた め には 、あ る いは 、目前 に迫 っ
た 大学 の独 立法 人化 にお いて 優 先的 に競
争 的 資金 を獲得 して研 究成 果 を上げ て い
くため には 、研 究ス タ ッフの充 実及 び レベ
ル ア ップ 、さ らに研究 体 制 の整 備 、改 善 が
不 可 欠で す。総務 委員 会 の所 掌 事 項 は、こ
れ らの 目標達成 と密接 に関係 して お り、教
職員 の定 員、客 員教官 、外 国人研 究 員、非常
勤研 究 員 等 の選考 、教 職 員 の服 務 、図書 室
の運 営 な どに関す る こと、お よびそ の他所
長 まは教 授会か ら付託 され た事項 です 。
総 務 委 員会 が発 足 して まず取 り組 んだ
のが 、「部 門教官 席配 当 に関す る覚 え書」の
再検 討で す。
この覚書は昭和52年 の教授会で制定 され、
そ の後 、平成10年 、12年、13年に一 部改正 さ
れ、さ らに平成13年 に「第3助 手席 貸与 に関
す るル ール 」が これ に加 わ った た め、細 部
にお いて い くつか の非 整 合 が 目立 つ よ う
にな りました。そ こで 、総務委 員会 で は、こ
れ らの覚書 、ルール な どの全 面的 見直 し作
業 を行 い、そ の案 を3月 の 教授 会 で審 議 承
認 してい ただ きま した。今回制 定 された 覚
書 で は 、「部 門 の教官 定 員 を原 則 と して 教
授L助 教授1、助手2と す る」と した ことで、
各 部 門の教 官定員 は原 則 と して1-1-2で
す が、独立法人化 による変革 を先取 りして、
所 長 リーダ ー シ ップで 柔軟 に対 応で き る
よ うにいた しま した。
また 、情報 発信 ある いは評価 な ど と関係
して 今後 ます ます重 要 度 を増 す と思 われ
る広報活 動 につ いて も、効 率的 な方策 を検
討 して いき ます 。さ らに、図書 室 の運 営 に
関 しま して は、急速 に進展 す る学術情 報 の
電 子化 に教官 が 迅速 に対 応 で き るよ うな
最新 の環 境整 備 をハ ー ド・ソ フ ト両面 か ら
図 って い きた い と考 えて います 。
研究効率 のア ップと
適切な予算配分のクリアへ
財務委員会委員長 小 林 典 男
財務 委 員 会 は、旧運 営委 員 会 の一 部 、概
算 要 求 委 員 会 、土 地建 物 委 員 会 に 相 当 す
る職務 を担 当 します。具体 的 に は、経 理 関
係 の仕 事 と して 所 内 予算 配 分 と決 算 、光
熱水量や所内修繕な どの共通的経費の管理、
概 算要 求 事項 の審議 、受 託研 究 費 ・奨 学 寄
附 金 ・民 間 との 共 同研 究 の 受 入 れ 状 況 の
把 握 な どが あ り、土 地 建 物 委 員 会 に 関 連
した 仕 事 と して 、各 研 究 室 ・施 設 ・セ ン タ
ー や客 員 教 授 へ の部 屋 の 配 当 ・貸与 と管
理 が あ りま す 。これ らの 役割 は 直接 研 究
の効 率 に影響 を与 え る極め て重 要 な 事項
です 。
本 所 の 大 きな 問題 と して 研究 ス ペ ー ス
の 狭 隘 化 が あ り ます 。現 在 、本 所 で は 約
320平 方 メー トル の 研 究 ス ペ ー スが 各研
究 室 に配 分 され て い ます 。しか し、この広
さ は基 準 面積 の 約7割 程 度 しか 満 た して
お らず 、また 大 型 プ ロジ ェ ク トの獲 得 に
よって ますますスペースが不足 して います 。
財 務 委 員 会(土 地 建 物委 員 会)で は 、昨 年
の7月 か ら研究 スペ ース の有 効 活用 につ
い て検 討 を進 め 、共 通室 の見 直 しや 古 い
装 置 の整 理 を行 い、空 い たス ペ ー ス を新
し いプ ロ ジ ェク トに優 先 的 に貸 し出す こ
と を この4月 か ら行 って い ます 。また 、所
長 の 提案 で プ レハ ブ の建設 や 技術 棟 の改
修 を行 い研 究 スペ ース と して 貸 し出す こ
とな どの新 しい試み も始め て います 。
も う一 つ の 問 題 は 、独 立 法 人 化 に と も
な っ て予 算 の執 行 方法 が大 幅 に変 わ る こ
と にな り ます が 、法 人化 す る以 前 に そ の
システム を検討す る必要がある と思い ます。
もち ろ ん 、重要 な こ とは優 れ た研 究 計画
の 作 成 で す が 、そ の実 行 を支 え る に は適
切な予算 計画が必 要 とな ります。今年度 は、
この よ うな予 算 配 分の 仕方 につ いて検 討
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過冷裁金羅液体の蠻建化と
パルク衾濡iガラスの麗擁



































却液体域を約1時 間費や して冷却して も液体
構造が保持される ことを意味 してお ります。
この合金に代表される過冷却金属液体の安定
化現象の発見によって、不明であった連続冷




























FeやCo基 バル ク金属ガ ラスの優れた軟磁気


























































(R=ウ ランあるいは稀土類金風T=遷 移金属)な ど高濃度磁性原
子を含む一連 の三元系金属問化合物において、スピングラス











軽アクチナイ ド元素An(U、Np、Pu、Am)は 主にIII価か らVI価




間の酸化還元反応が速 いことを意味してお り、これ らを電池の

























































図1シ リコン上に生成す るゲル マニ ウム量子 ドッ トを構成す る表面 の非占有準
位STM像(左 上)と 、決定 された構 造モデル(右)。
低 次元物質や ナノ構
造の作製が可能となると、































































一1,=・ 伝 ≡ 1ロ ロセ ン タ ー
平成13年 度から新たに発足 した強磁場超伝導材料研究センターでは、超伝導材料開発を中心 と
した強磁場発生技術開発と強磁場物性研究に加えて、強磁場を用いた材料プロセス開発の3本 柱
を掲げています。今回は3番 目の研究について少 しご紹介 します。




















遷移 金属 酸化 物 は、強 い電子 相関 の ため
にキ ャ リヤ を制御 す る に よっ て 高温 超伝
導 をは じめ とす る 多彩 な性 質が 現れ 、この
た め に次世 代 の 機能 性 材 料 と して期 待 さ
れ て い ます 。本 所で は い くつか のグ ルー プ
が 、遷移 金属 酸化 物 薄膜 あ る いは遷 移金属
一酸化物絶縁体 複合膜 の分野 で研 究 を進め、
平 成12年 度 に表 題 の研 究 テ ー マ で先 導 的
研 究 設備費(COE分)を 交 付 され ま した。こ
の研 究 は、遷 移 金属 酸化 物 の さまざ まな構
造 を持 った 薄膜 を作 製 して 、材料 が 本来持
って い る性 質 を生か しな が ら複 合 化 す る
こ とに よ って新 しい物 理 現 象や 機 能 を引
き出す ことを 目的 として い ます 。
この ワー ク シ ョ ップ は 、この研 究 によ っ
て 得 られた 成果 を報 告す る とと もに、広 い
分 野 に また が る研 究 者 の 問 の コ ミ ュニ ケ
ー シ ョン を図 る ため に、昨年12月3・4日 の
両 日、金研 講 堂 にお い て 開催 され ま した 。
ワー クシ ョップ で は、導 入 され た各種 設備
の概 要 説明 と、高 温超 伝 導体 の 局所電 子状
態 の観察 、酸 化物 薄膜 にお け る光 励起 の研
究 、複 合 膜 にお け る ス ピ ン依 存 トン ネル 、
機 能 性複 合 セ ラミ ックス な ど の さ まざ ま




遷移 金 属化 合物 の磁 性 に関す る研 究 は、
す で に長 い歴 史 を持 ち 、そ の性 質 の応用 は
民 生用 を含め 多方面 にわた って います。し
か しなが ら、そ の磁 気的 性質 の基本 的 な理
解 に 関 し、特 に金属 磁性 につ いて は未だ に
多 くの解決 す べ き問題 が残 され て い ます 。
一方 で 応用 面 にお いて も
、最 近 で は従来 と
は 少 し違 った 利 用法 の観 点 か ら関心 を持
たれ、新 たな今後の展開が期待 され ています。
本研 究 会 は 、この よ うな状 況 をふ まえ 、
遷移金属磁性 に関わ る実験、理論 の研究者が、
将 来 の この分 野 の研 究 の よ り一 層 の発 展
の ため に 、最新 のデ ー タや理 論 の成 果 を持
ち寄 り、そ れ らに基 づ いて研 究 の現 状 を整
理 し、討 論 を行 う目的で平 成12年12月13・14
日の両 日にか けて開催 され た ものです 。
最 初 の 日の11件 の講 演 は 、マ ンガ ン合 金
の磁 気 構造 、遍歴 電子 メタ磁 性 およ び遍歴
磁性 一般 の問 題 に関 す る テ ー マで した。2
日目 には 、フ ラス トレー シ ョンに関 す る超
伝導 や 磁性 、窒化 物や プ ニ クタ イ ド化合 物
な どの磁性 や磁気体積 効果 、磁気 熱量効果 、
伝導 性 な どの テ ーマ で10件 の発 表 が あ り
ました 。60名を越 え る出 席者 が あ り熱心 な
討論 が かわ され 、基礎 的 な理 解や 応 用 に向
け て の今 後 の研 究 の進 展 や 展望 を得 る 上
で大 変有 意義な研 究会 とな りま した。
東北大学金属材料研究所 八 百 隆 文
3月15日 、16日に ワー ク シ ョップ を 開催。
副題 と して 「ZnO系II-VI族酸 化 物半 導体 」を
つ け、最 近 可視 ～ 紫外 領域 の光 材料 と して
注 目を集 め 、ポ ス トGaN系 光 材料 と して 国
内 外 で産 官 学 に亘 る活 発 な研 究 開発 が 展
開 され て いるZnO系 酸 化 物 半 導 体 に焦 点
を絞 りました 。企 業2件 、国立 研 究機 関3件 、
大 学13件 の 、合 計18件 の発 表 が あ り、プ ラ
ズ マMBE、 レーザMBE、MOCVD等 によ る高
品質ZnO薄 膜成 長 が報告 され ました。
プ ラズ マMBEで は、RHEED(高 速電 子 線
回折 〉によ る詳 細 な成長 条件 の検 討 をベ ー
ス と して達 成 さ ま した 。p型 不純 物 ドー ピ
ング で はGaとNと の 共 ドー ピ ング の 詳 細
な実 験結 果 が報 告 され 、共 ドー ピ ング の問
題 点 が指 摘 され ま した 。
ZnO系 量子 井戸 の励起子光物性 研究 では、
量子 構造 にお ける励 起子 エ ネル ギー 、励 起
子 分 子 エ ネルギ ー の増加 と電 子 ・格子 相 互
作 用 の変 調 が示 され ま した。磁性 イ オ ン ド
ー プ に よ る強 磁性 に関 す る 実験 と理 論 の






















































本 年4月1日 か ら強 磁 場超 伝導 材料 研究 セ ンター(以 下 強磁 場セ
ンター)の セ ン ター長 に就任 し ま した 。強 磁 場セ ン ター は、昨年4
月 に本 河前 セ ン ター 長 の下 で 、マ グ ネ ッ ト技 術 の 自主 開発 強磁
場 を利 用 した材 料 開 発 、定 常強 磁 場 にお け る物 性研 究 とい う3つ
の 目標 を掲げ 、新 しく組 織 替 え を しま した。今 後 、数 年間 の計 画が
設 定 され 、新セ ンター長 と して はセ ンター の職員 をサポ ー トして
それ ぞ れ の 目標 を実現 して ゆ くこ とに取 り組 んで 行 きた い と考
えて お ります 。中 で も、昨 年 度 の概 算 要求 の 一部 が 補正 予 算 とし
て認 め られ 、まず30Tヘ リウム フ リー ハイ ブ リッ ドマ グ ネ ッ トと
18Tヘ リウム フ リー超 伝 導 マ グネ ッ トの 建設 が進 め られ ます 。こ
れ らは、渡 辺教 授 を中心 と して 開発 して きた ヘ リウ ム フ リー マグ
ネ ッ ト技 術 の集 大 成 とな る も ので す。このマ グ ネ ッ トの建 設 は 、
強 磁 場 の利用 に極 め て大 きなイ ンパ ク トと変 化 を もた らす もの




金 研 の懐 の広 い材 料科 学研 究 分野 の将 来 の発展 の 為 に、新 素材
開発 研 究施 設 と対 をなす 、基 礎分 野 を カバー す る材料 科学 国 際 フ
ロンテ ィアセ ンターが 発足 しま した 。
この フ ロ ンテ ィアセ ンター は3つ の研 究 部 門か ら構成 され 、中
核 を成す プ ロ ジェク ト研 究部 は 各々 、Cambridge大学 、IBMZUrich研
究所 、}larvard大学等 に分 署(研 究 拠 点)を 設立 して共 同研究 を始 め
る概算 要 求 を して います。将来 分 署の 数 を倍 以上 に広げ る と共 に、
AEARU(東 アジ ア研究 大 学連 合)を 通 じて 東 アジ ア地 区 と も協 力
関係 を模 索 して い ます。 国 内で は創 成 プ ログ ラム(新 プ ロ)に 依
って 金研 、高エ ネルギ ー研 究機 構(物 構 研)、物 性研 、岡崎研 究機 構
(分子研)、京 大 化研 との緊 密 な ネ ッ トワー クが 出来 てお り、金 研
は フ ロンテ ィアセ ンター が この プ ログ ラム の窓 口 とな ります 。従
って 、このセ ンター が中心 とな り国 内外 にわ た り、物質 ・材 料研 究
拠点 の核 形成 が出来 る もの と確 信 して お ります 。
発 足時 には プ ロジェ ク ト部 で は3分 野で プ ロ ジェ ク ト研究 が 始
ま る予定 です が 、現 在 金研 の どの研 究 部 門 も着 手 して いな い斬 新
な研究 テ ー マ を取 りあげ 、国 内外 の研 究所 との密接 な連 携 に よっ
て育 てて 行 く計画 です 。フ ロンテ ィアセ ンタ ーは 、3つの客員 教 授
ポス トを利 用 して 、毎 年 、最 大12名 の外 国 人客 員研 究 員 を招 聘 す
る計画 で す。これ らの研 究 の新 しい芽 が金 研 の研 究 部 門 に根 付 く
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現象 を巨大磁 気抵抗 効果(Giantmagnetoresistance:GMR)
と呼んで いま す。GMRは 現在 、コ ン ピュ ー タのハ ー ドデ ィス
クの再生 ヘ ッ ドと して実 用化 され 、磁気 記 録密度 の 向上 に重
要な役 割 を果 た して います 。
極 薄 絶縁 層 を2つ の 強磁 性 金属 で は さん だ 接合 膜 にお い
ても、トンネル 効果 による電流が磁化の 向き に依存 して変化 し、ヨ




TMR)と 呼 び ま す。TMRは 、次 世代
の 超 高 密 度 磁 気 記 録 に対 応 した再
生 ヘ ッ ドと して の 応用 が 期 待 され
て います 。また 、磁 化 が平 行状 態(電
気 抵抗 が低 い)をt'O'1、反 平行状 態(電
気 抵 抗 が高 い)を"1"と して 、メモ リ
ー 素芋(MagneticRandomAccess
Memory:MRAM)に 応 用す る研 究 ・
開 発が 活発 化 して います。










今野 豊彦 助教授 3/31付 辞職王 齒
李 賢勇 助手 311付採用(八 百研) 山本 琢也 講師 313咐 辞職
田口 康二郎 助教授 411付昇任(岩 佐研 〉 マルティネクヤン 助手 3/31付 辞職
井土 耕治 助手 411付採用(長 谷川研) 張 占恩 助手 3131付 辞職
高村 由起子 助手 411付採用(桜 井研) チェルポイナ ラマ 助手 3131付 辞職
藤 健太郎 助手 411付 採用(四 竃研) 薛 其貞 助手 3/31付 辞職
筒井 健二 助手 411付 採用(遠 藤研) 柴田 薫 助手 3131付 辞職
加藤 勲 事務部長 411付昇任(金 沢大学 総務 課長か ら) 島村 清史 助手 3131付 辞職
高橋 士郎 経理課長 411付配置換(歯学研究科総務課長から) 三浦 正則 事務部長 3131付 定年退職
及川 恵美子 図書掛長 411付 配置換(附属図書館図書情報掛長から) 千葉 正治 経理掛長 3131付 定年退職
武田 浩 経理掛長 411付 配置換(附 属 図書館 会計掛長か ら〉 寺崎 幸子 図書掛長 3131付 定年退職
佐々木 哲生 用度第二掛長 411付 配置換(材料試験炉利用施設事務掛長から) 伊藤 弘子 経理掛主任 3131付 定年退職
木村 喜久平 施設第一掛長 4!1付 転入(電 波 高専 施設係長か ら) 加藤 英昭 経理課長 411付生命科学研究科事務長へ
粟野 良和 施設第二掛長 41咐 転入(医学系研究科管理掛長から) 皆川 昌夫 用度第二掛長 411付工学研究科経理第二掛長へ
佐々木美由紀 庶務掛主任 4/1付 昇任(工学研究科機械知能系事務室から) 佐藤 昌久 施設第一掛長 4川付施設部営繕第二掛長へ
北村 清子 経理掛主任 411付配 置換(医学部附属病院給与掛主任から) 渡辺 三夫 施設第二掛長 411付国際文化研究科等管理掛長へ
大場 泰行 用度第一掛主任 411付 配置換(通 研用度掛 主任か ら) 目黒 尚美 庶務掛主任 411付総務部広報調査掛長へ
阿部 洋平 用度第一掛員 411付配 置換(経 理部総務掛 か ら) 鈴木 昌則 用度第一掛主任 41重付工学研究科用度掛主任へ
山川 佳之 用度第二掛員 411付配 置換(工学研究科化学パイオ系事務室から) 阿部 喜和 用度第二掛主任 411付材料試験炉利用施設事務掛長へ
鈴木 真由弓 庶務掛員 411付採用 古川 嘉澄 庶務掛員 4/1付医学部附属病院職員掛へ
佐藤 豪 用度第一掛員 411付医学系研究科経理掛へ黒 田 誠宏 施設第一掛員411付 採用
監b
張 志豪 講師111付 助手か ら昇任(八 百研 〉
日野 邦裕 用度第二掛員 4/1付宮城高専経理課総務係へ
川崎 修平 施設第一掛員 4/1付農学研究科用度掛 へ
大砂 哲
茜 酎 、,両 尸 町 ・
・n隔 嬉.・ の 、 艚 燕 鞭 隙F㌦ 一 熱 ㌔ 端}助教授2〆1付 助手か ら昇任(井上研)
教授3β1付 定年退職
楊 冠軍 助教授 411付中国哂 北非鉄金属研究所助教授から噺素材)騨 三鬘lI瀝罵舅
本河 光博 藤田 和孝 助教授 411付宇部 高専助教授か ら(新 素材)
福田 承生 教授 3131付 定年退職 池庄司 民夫 教授 411付産業技術総合研究所から(川添研)
菊地 昌枝 助教授 3131付 定年退職 下 川 隆一 教授 411付産業技術総合研究所から(中嶋研)
渡辺 洋右 助手 3131付 定年退職 村田 恵三 教授 4バ付大阪市立大学理学研究科教授から(小林研)
王 合英 講師 3131付 任期満了
国 ・囲 ・圈 ・国
金研IMRニ ュースおよびホームページがリニ ューア
ル されて、約1年 が経ちました。広報室 は、IMRニ ュース
とホームページのみならず 、金研の知的情報をわか り
やすい形で随時外部 に発信 していく役割を担 っていま
す。大学の研究機関に も一般社会に対するアカウンタ
ビリテ ィーが強 く求 められ、また人 も金 もすべて競争
的に獲得 していか なければな らな い昨今 では、広報活
動の重要性は誰 しもが認めるところで ありましょう。
とはいえ、現在の金研広報室の体制では、兼任教授 で
ある室長 と副室長 、そ して事務補佐員 というわずか3
人ですべてを切 り盛 りしていかな ければな りません。






と思いますが、2年後 の独立行政法 人化 を見据えて、時
代に合った組織・体制作 りに着手 しなければいけない
ことを痛感 しています。
金研 内外の皆様方のご理解 とご協力をお願 い申 し上
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